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仂
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仂
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仂
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仁
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仁
仂
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仁
仂
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仁
仂
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仁
仂
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仁
仂
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仁
仂
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仁
仂
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仁
仂
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仁
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仁
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仁
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仁
仂
什
仁

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

国
内
の
業
務
用
給
湯
器
市

場
に
お
い
て
３
分
の
１
の

シ
ェ
ア
を
占
有
す
る
大
手

メ
ー
カ
ー
。
業
務
用
給
湯

器
の
ほ
か
に
、
水
処
理
シ

ス
テ
ム
業
務
用
タ
ン
ク
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
２
０
２
０
年
12
月
期

の
純
資
産
は
５
億
１
７
０

０
万
円
。
リ
ン
ナ
イ
は
、

Ｉ
Ｍ
社
を
グ
ル
ー
プ
に
迎

え
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
で

の
業
務
用
給
湯
器
事
業
を

拡
大
し
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知

度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
。

ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｓ

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ

社
（
メ
キ
シ
コ
国
メ
ヒ
コ

州
ト
ラ
ル
ネ
・
デ
・
パ
ス

市
、
以
下
Ｉ
Ｍ
社
）
を
全

株
式
の
取
得
に
よ
り
買
収

し
た
。

こ
の
件
は
、
リ
ン
ナ
イ

グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画

「
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｅ
Ｒ
Ａ
（
イ

ラ
）
２
０
２
５
」
で
策
定

し
た
事
業
規
模
拡
大
の
一

環
と
し
て
リ
ン
ナ
イ
ア
メ

リ
カ
が
実
施
し
た
も
の
。

Ｉ
Ｍ
社
は
、
メ
キ
シ
コ

リ
ン
ナ
イ
（
名
古
屋

市
、
内
藤
弘
康
社
長
）
の

子
会
社
で
、
米
国
の
タ
ン

ク
レ
ス
給
湯
器
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
メ
ー
カ
ー
の
Ｒ
ｉ
ｎ

ｎ
ａ
ｉ

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ

ａ
（
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

ピ
ー
チ
ツ
リ
ー
市
、
フ
ラ

ン
ク
・
ウ
イ
ン
ザ
ー
社

長
、
以
下
リ
ン
ナ
イ
ア
メ

リ
カ
）
は
１
日
（
米
国
時

間
）
、
メ
キ
シ
コ
の
業
務

用
給
湯
シ
ス
テ
ム
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
の
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ

け
る
供
給
力
・
調
整
力
と

し
て
の
活
用
も
期
待
さ
れ

て
い
る
が
、
将
来
的
に

は
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
と
し

た
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ

ラ
ン
ト(

仮
想
発
電
所)

を

構
築
し
、
電
力
の
系
統
安

定
化
に
寄
与
す
る
こ
と

で
、
太
陽
光
発
電
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
す
。

15
万
台
を
達
成
し
た
（
受

注
ベ
ー
ス)

２
０
０
９
年

６
月
の
販
売
開
始
以
降
、

普
及
拡
大
を
推
進
す
る
と

と
も
に
機
能
の
進
化
に
取

り
組
み
、
20
年
４
月
発
売

の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
ｔ
ｙ
ｐ

ｅ
Ｓ
は
世
界
最
高
水
準
の

発
電
効
率
55
％
を
達
成
し

た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
サ
ー
ビ

ス
、
余
剰
電
力
買
取
サ
ー

ビ
ス｢

エ
ネ
シ
ェ
ア｣

な
ど

で
利
用
者
を
拡
大
し
た
。

近
年
、
自
然
災
害
の
増

加
を
受
け
、
停
電
発
生
時

に
も
自
立
運
転
に
よ
り
発

電
の
継
続
が
可
能
な
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
性
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も

高
ま
り
、
新
規
購
入
の
約

98
％
が
自
立
発
電
機
能
付

き
の
機
種
ま
た
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
は
電
力
系
統
に
お

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
普
及
拡
大

累
計
販
売
15
万
台
達
成

大
阪
ガ
ス

大
阪
ガ
ス
（
藤
原
正
隆

社
長
）
は
９
日
、
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
の
累
計
販
売
台
数

％
非
化
石
燃
料
由
来
の
電

力
を
有
効
利
用
し
、
さ
ら

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
削
減
す
る
た
め
、
現
在

同
社
で
保
有
し
て
い
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
を
電

気
自
動
車
に
置
き
換
え
る

こ
と
も
決
め
た
。

同
社
を
含
む
ア
ズ
ビ
ル

金
門
グ
ル
ー
プ
で
は
、

「
本
業
に
よ
る
環
境
課
題

の
解
決
」
と
「
事
業
活
動

に
お
け
る
環
境
負
荷
低

減
」
を
２
本
柱
と
す
る
環

境
経
営
を
推
進
し
て
い

る
。
特
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
削
減
に
つ
い
て

は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

グ
ル
ー
プ
全
体
で
ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
取
引
先
と
の

協
業
な
ど
を
通
じ
て
環
境

経
営
を
よ
り
積
極
的
に
推

進
し
、
お
客
さ
ま
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り
組

み
に
貢
献
し
て
い
く
。

料
由
来
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
し
た
と
発

表
し
た
。

使
用
す
る
再
エ
ネ
は
、

事
業
で
使
う
電
力
の
全
て

を
再
エ
ネ
で
賄
う
こ
と
を

目
指
す
国
際
的
枠
組
み

「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」
基
準
を

満
た
す
も
の
。
ア
ズ
ビ
ル

金
門
原
町
に
お
け
る
ス
コ

ー
プ
１
（
事
業
者
自
ら
に

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
直

接
排
出
）
と
ス
コ
ー
プ
２

（
他
社
か
ら
供
給
さ
れ
た

電
気
、
熱
・
蒸
気
の
使
用

に
伴
う
間
接
排

出
）
で
発
生
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の

94
・
２
％
の
削
減

が
可
能
に
な
る
。

こ
れ
は
一
般
的
な

家
庭
用
水
道
メ
ー

タ
ー
の
製
造
１
台

当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
１
・
46

㎏
削
減
で
き
る
こ

と
に
相
当
す
る
。

ま
た
、
１
０
０

部
品
製
造
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出

が

大

幅

減

ア
ズ
ビ
ル
金
門
原
町

ア
ズ
ビ
ル
金
門
（
東
京

都
豊
島
区
、
上
西
正
泰
社

長
）
は
８
月
20
日
、
生
産

拠
点
の
一
つ
で
水
道
メ
ー

タ
ー
部
品
を
製
造
す
る
ア

ズ
ビ
ル
金
門
原
町
（
福
島

県
南
相
馬
市
、
小
川
雅
和

社
長
）
使
用
電
力
に
つ
い

て
、
１
０
０
％
非
化
石
燃

ス
へ
の
拡
張
等
の
可
能
性

を
感
じ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

と
九
州
大
学
の
共
同
研
究

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

ル
ド
の
提
供
を
担
う
ア
イ

エ
ス
ジ
ー
の
石
井
会
長
兼

社
長
は
、
「
１
０
０
年
に

一
度
の
環
境
変
化
の
中
、

ガ
ス
業
界
全
体
の
未
来
を

共
創
で
き
、
周
辺
ビ
ジ
ネ

残
量
予
測
や
、
最
適
な
配

送
計
画
・
ル
ー
ト
の
策
定

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
実
用

化
に
向
け
て
、
九
州
大
学

マ
ス･

フ
ォ
ア･

イ
ン
ダ
ス

ト
リ(

Ｍ
Ｉ)

研
究
所
と
共

同
研
究
を
続
け
て
い
る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
配
送

最
適
化
の
実
現
に
は
、
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
か
ら
収

集
で
き
る
デ
ー
タ
や
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
事
業
者
が
保
有
す

る
人
員
・
車
両
情
報
な
ど

を
基
に
、
ガ
ス
の
残
量
を

予
測
し
て
配
送
計
画
を
立

て
、
効
率
的
な
配
送
ル
ー

ト
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
一
連
の
流
れ
を

Ａ
Ｉ
で
自
動
化
・
効
率
化

す
る
た
め
に
、
九
州
大
学

Ｍ
Ｉ
研
究
所
の
推
理
計
算

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
社
会

実
装
推
進
部
門
が
、
ガ
ス

の
残
量
予
測
モ
デ
ル
と
配

送
計
画
・
ル
ー
ト
策
定
モ

デ
ル
の
二
つ
の
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
を
作
成
し
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
こ
れ
ら
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
活
用
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
、
検
証
を

行
っ
て
き
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
で

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
や
ガ
ス
容

器
の
配
送
業
務
な
ど
の
知

識
の
提
供
、
実
験
フ
ィ
ー

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー

に
提
供
し
て
い
る
。

通
信
ボ
ー
ド
は
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

に
内
蔵
ま
た
は
外
付
け
す

る
こ
と
で
、
検
針
デ
ー
タ

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
毎
日
自
動
で
収
集
し
、

検
針
・
保
守
業
務
の
効
率

化
を
目
的
に
導
入
が
進
ん

で
い
る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
配
送
業
務

で
は
、
配
送
員
の
高
齢
化

や
人
材
不
足
が
課
題
。
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
は
通
信
ボ
ー

ド
を
通
し
て
収
集
で
き
る

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の

ガ
ス
容
器
の
配
送
最
適
化

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
用
化

を
目
指
す
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
業
界
の
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
向
け
無

線
通
信
規
格
Ｃ
ａ
ｔ
．
Ｍ

１
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
エ
ム
ワ

ン
）
と
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

間
の
通
信
を
行
う
Ｕ
バ
ス

エ
ア
の
２
種
類
の
通
信
方

式
に
対
応
し
た
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
向

け
通
信
ボ
ー
ド
」
を
開

発
。
19
年
５
月
か
ら
Ｌ
Ｐ

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
九
州

大
学
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器

の
配
送
最
適
化
の
フ
ィ
ー

ル
ド
テ
ス
ト
を
20
日
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
両
者
は

２
０
２
０
年
５
月
か
ら
配

送
最
適
化
に
つ
い
て
共
同

研
究
を
続
け
て
お
り
、
今

回
ア
イ
エ
ス
ジ
ー
（
千
葉

県
船
橋
市
、
石
井
誠
一
会

長
兼
社
長
）
が
協
力
し
て

実
際
の
配
送
現
場
で
検
証

を
行
う
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

は
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
を

含
む
共
同
研
究
の
結
果
を

基
に
シ
ス
テ
ム
を
改
善

し
、
来
春
を
め
ど
に
Ｌ
Ｐ

統
合
レ
ポ
ー
ト
発
行

気
候
変
動
と
デ
ジ
タ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
特
集

東
邦
ガ
ス

東
邦
ガ
ス
（
名
古
屋

市
、
増
田
信
之
社
長
）
は

13
日
、
「
統
合
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
１
」
を
発
行
し

た
。今

年
度
の
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
「
気
候
変
動
の
取
り

組
み
」
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言

に
沿
っ
た
情
報
開
示
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
挑
戦
）
と
「
デ
ジ
タ
ル

活
用
の
取
り
組
み
」
を
特

集
と
し
て
取
り
上
げ
る
と

と
も
に
、
「
社
外
取
締
役

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
新
た
に

記
載
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
内
容

は
、
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

（
重
要
課
題
）
と
関
連
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
東
邦
ガ
ス

グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

（
３
つ
の
重
点
戦
略
、
グ

ル
ー
プ
経
営
基
盤
の
強

化
）
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り

組
み


な
ど
。

レ
ポ
ー
ト
の
仕
様
は
Ａ

４
判
86
ペ
ー
ジ
、
報
告
対

象
期
間
は
２
０
２
０
年
度

（
20
年
４
月
か
ら
21
年
３

月
）
、
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（


：//












/






/



/










/







/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
。

計
算
で
支
払
っ
た
後
、
そ

の
分
抑
え
ら
れ
た
金
額
で

10
年
間
の
定
額
払
い
を
行

う
こ
と
が
可
能
。
ま
た
、

「
ア
ド
バ
ン
ス
×
フ
ラ
ッ

ト
５
」
は
同
様
に
ス
タ
ー

ト
料
金
を
支
払
い
後
、
定

額
部
分
の
支
払
い
額
が
６

年
目
か
ら
下
が
る
プ
ラ
ン

だ
。同

社
は
「
料
金
メ
ニ
ュ

ー
を
増
や
す
こ
と
で
各
事

業
者
の
環
境
に
合
わ
せ
て

選
択
し
て
い
た
だ
け
る
」

と
強
調
す
る
。
導
入
事
例

の
紹
介
で
は
、
導
入
数
が

４
万
５
０
０
０
軒
（
九

州
）
、
４
０
０
０
軒
（
東

北
）
、
４
０
０
軒
（
北
海

道
）
の
３
事
例
を
紹
介

し
、
規
模
の
大
小
を
問
わ

ず
導
入
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら

れ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

る
う
ち
に
支
払
い
を
し
た

い
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
４
プ
ラ
ン

を
用
意
し
た
。

ま
ず
「
フ
ラ
ッ
ト
10
」

は
初
期
投
資
を
抑
え
て
10

年
間
定
額
で
支
払
う
従
来

型
プ
ラ
ン
。
将
来
の
客
先

の
変
動
を
心
配
す
る
場
合

に
は
「
フ
ラ
ッ
ト
５
」
を

提
案
。
６
年
目
か
ら
月
額

費
用
が
下
が
る
プ
ラ
ン

で
、
５
年
目
ま
で
多
め
に

払
う
こ
と
に
な
る
も
の

の
、
解
約
金
不
要
と
あ
っ

て
軒
数
の
減
少
に
対
応
し

や
す
い
。

資
金
に
余
裕
が
あ
る
場

合
に
は
「
ア
ド
バ
ン
ス
×

フ
ラ
ッ
ト
10
」
で
、
ス
タ

ー
ト
料
金
と
し
て
ま
と
ま

っ
た
額
を
１
軒
５
０
０
０

円
な
い
し
９
０
０
０
円
の

を
回
避
で
き
る
の
が
メ
リ

ッ
ト
だ
。
将
来
の
通
信
規

格
の
変
化
に
伴
う
機
器
入

れ
替
え
な
ど
に
も
無
償
で

対
応
す
る
。
毎
年
の
よ
う

に
各
地
で
災
害
が
発
生
し

て
い
る
が
、
被
災
時
に
は

同
社
の
専
門
部
隊
が
現
地

調
査
か
ら
工
事
の
手
配
ま

で
一
括
対
応
し

迅
速
な

復
旧
を
図
る


サ
ー
ビ
ス
内
容
は
自
動

検
針
、
残
ガ
ス
量
管
理
で

業
務
を
効
率
化
。
お
客
さ

ま
へ
の
安
全
・
安
心
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
遠
隔
遮
断

や
消
し
忘
れ
通
報
、
見
守

り
を
行
う
ほ
か
、
Ｗ
ｅ
ｂ

明
細
も
提
供
す
る
。

新
料
金
メ
ニ
ュ
ー
は

「
10
年
間
追
加
料
金
な
し

は
良
い
が
長
期
契
約
が
不

安
」
「
資
金
に
余
裕
が
あ

監
視
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て
、
10
月
か
ら
料
金
メ
ニ

ュ
ー
を
追
加
す
る
と
発
表

し
た
。

同
サ
ー
ビ

ス
は
、
Ｌ
Ｐ

Ｗ
Ａ
（
低
電

力
広
域
無
線

通
信
）
対
応

の
集
中
監
視

シ
ス
テ
ム
導

入
に
当
た
っ

て
、
機
器
の

購
入
か
ら
設

置
工
事
、
運

用
・
保
守
ま

で
の
業
務
を

定
額
料
金
で

10
年
間
丸
ご

と
サ
ポ
ー
ト

す
る
も
の
。

料
金
は
１
軒

で
月
額
３
０

０
円
が
目
安

だ
が
、
設
置

台
数
な
ど
の

条
件
に
よ
り

変
動
す
る
。

10
年
間
の
均

等
投
資
と
す

る
こ
と
で
、

機
器
の
導
入

で
〝
投
資
の

山
〟
を
作
る

経
営
リ
ス
ク

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、

初
期
投
資
不
要
・
10
年
間

定
額
制
が
特
長
の
「
ク
ラ

ウ
ド
型
自
動
検
針
・
集
中

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ(

大
阪
・
東
京
、
宮

地
晋
治
社
長)
は
オ
ン
ラ

佐

賀

県

唐

津

市

の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
参
画

東
邦
ガ
ス

東
邦
ガ
ス
は
、
合
同
会

社
唐
津
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ

ジ
ー
（
東
京
都
中
央
区)

に
出
資
し
、
佐
賀
県
唐
津

市
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
に
参
画
す

る
。こ

の
発
電
事
業
は
、
佐

賀
県
唐
津
市
に
お
い
て
、

燃
料
に
木
質
ペ
レ
ッ
ト


パ
ー
ム
椰
子
殻(

Ｐ
Ｋ
Ｓ)

を
用
い
た
発
電
出
力
４
万

９
９
０
０
kW
の
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
を
建
設
し
運
営

す
る
も
の
で
、
２
０
２
４

年
12
月
に
運
転
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。
東
邦
ガ
ス

と
し
て
は
熊
本
県
八
代
市

の
案
件
に
続
く
２
カ
所
目

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
へ
の
参
画
と
な
る
。

東
邦
ガ
ス
は
、
「
東
邦

ガ
ス
グ
ル
ー
プ
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
挑
戦
」
で
掲
げ
た

と
お
り
、
ク
リ
ー
ン
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
通
じ
て
、
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
社
会
実
現
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る
。

両
社
は
、
さ
ら
に
水
素

混
焼
率
を
高
め
る
た
め
の

研
究
を
継
続
し
、
水
素
利

用
技
術
の
進
展
と
水
素
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

く
方
針
で
い
る
。

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で
水
素

混
焼
試
験
運
転
成
功

東
邦
ガ
ス
ら

東
邦
ガ
ス
と
三
菱
重
工

エ
ン
ジ
ン
＆
タ
ー
ボ
チ
ャ

ー
ジ
ャ
ー
（
神
奈
川
県
相

模
原
市
、
梶
野
武
社
長
）

は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
以
下
コ

ー
ジ
ェ
ネ
）
用
の
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
商
品
機
を
用
い
た

都
市
ガ
ス
と
水
素
の
混
焼

実
証
に
共
同
で
取
り
組

み
、
定
格
発
電
出
力
、
水

素
混
焼
率
35
％
（
体
積

比
）
で
の
試
運
転
に
国
内

で
初
め
て
成
功
し
た
。

こ
の
実
証
は
、
需
要
先

に
設
置
済
み
の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
に
対
し
大
幅
な
改
造
を

加
え
る
こ
と
の
な
い
範
囲

で
都
市
ガ
ス
と
水
素
混
焼

運
転
を
実
現
す
る
た
め
の

知
見
獲
得
を
目
的
に
、
東

邦
ガ
ス
技
術
研
究
所
（
愛

知
県
東
海
市
）
に
お
い
て

三
菱
重
工
エ
ン
ジ
ン
＆
タ

ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
製
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
商
品
機
を
用

い
て
行
っ
て
き
た
も
の
。

都
市
ガ
ス
と
水
素
の
混
焼

に
お
い
て
は
、
異
常
燃
焼

（
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
、
ノ

ッ
キ
ン
グ
、
プ
レ
イ
グ
ニ

ッ
シ
ョ
ン
）
の
発
生
が
課

題
と
な
る
が
、
空
気
と
燃

料
の
投
入
比
率
の
調
整
等

で
安
定
し
た
燃
焼
状
態
で

の
運
転
が
確
認
で
き
た
。

ＡＩで配送の計画やルートを策定

10
年
間
定
額
制
に
料
金
メ
ニ
ュ
ー
追
加

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

自
動
検
針･

集
中
監
視
サ
ー
ビ
ス

リンナイ

メ
キ
シ
コ
給
湯
器
メ
ー
カ
ー
買
収

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
で
認
知
度
向
上
へ

ＡＩで容器配送最適化
ソフトバンクと九大

来春実用化へフィールドテスト 料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
４
プ
ラ
ン
に

アズビル金門原町

パ
ロ
マ

（
９
月
15
日
）
首
都
圏
都

市
ガ
ス
営
業
部
部
長
（
京

滋
支
店
京
都
営
業
所
所

長
）
西
田
雅
樹
▽
京
滋
支

店
京
都
営
業
所
所
長
（
大

阪
支
店
大
阪
営
業
所
リ
ー

ダ
ー
）
廣
野
陽
一
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